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ペプチドとアポトーシス誘導ペプチドを合成し作製した治療ペプチドをL N CaP細胞 
および前立腺癌皮下移植担癌マウスに投与し、腫瘍増殖抑制効果を検討することで治 
療効果を評価した。
結 果 ：/7? v i v oファージディスプレイにより全部で4 7種類の候補ペプチドが同定で 
きた。そのうち結合力の強かった3 つのペプチドを選択し[LNl(C-TGTPARQ-C), LN2 
(C-KNSMFAT-C)、LN3 (C-TNKHSPK-C)]、前立腺癌組織に対するそれぞれのペプチドの












マウスに投与し治療実験を行ったところ、 vitro、in r/raともに腫瘍の増殖抑制 
効果を認め、同定したぺプチドの有効性を確認することができた。
考察
既存のin v i v oファージディスプレイ法では、目的とする分子や組織へ結合力の強 
いべプチドを同定することは可能であるが、同定したぺプチドが必ずしもその他の 
分子や組織に結合しないとは限らない。Newtonらや Askoxylakisらは前立腺癌細胞 
株である PC3細胞を用いた/77 v i v oファージディスプレイについて報告している。 
いずれの報告も前立腺癌組織に結合する標的べプチドを同定することは可能であっ 
たが、それぞれの組織に対する結合力を比較すると、前立腺癌組織と比べて肝や腎組 
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1 ） 同定した LN1ペプチドは前立腺癌細胞株に最も強い結合力を示し、肝•腎組織への結
合力が低い前立腺癌特異的ぺプチドである。
2 ） L N 1とアポトーシス誘導ペプチドの融合ペプチドは前立腺癌細胞に対して腫瘍抑制効
果を示す。
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